
☆ 条例の目的

☆ 対象となる施設
　

☆ 整備の基準

☆ 基準の遵守

☆ 新築等の届出

☆ 認定証の交付

☆ 届出の状況

小樽市 釧路市 室蘭市 旭川市 帯広市 北見市 江別市 振興局 計
1 1 0 0 1 0 1 0 2 5
2 病院・診療所 2 2 1 6 3 0 1 5 20
3 劇場・観覧場・映画館・演芸場 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 集会場・公会堂 0 0 0 0 0 0 1 2 3
5 展示場 0 0 0 1 3 0 0 0 4
6 卸売市場・百貨店・その他の物品販売業 5 10 3 8 11 7 5 37 86
7 ホテル・旅館 7 2 0 4 1 0 0 44 58
8 事務所 8 7 6 17 14 6 7 54 119
9 共同住宅・寄宿舎・下宿 2 20 13 32 51 15 7 144 284

10 老人ホーム・保育所・福祉ホーム等 2 3 1 2 2 1 0 6 17
11 老人福祉センター・児童厚生施設等 0 6 1 2 3 1 2 6 21
12 遊技場・体育館・その他のスポーツ施設 0 0 0 1 0 1 0 0 2
13 博物館・美術館・図書館 1 0 0 0 0 0 0 4 5
14 公衆浴場 0 0 0 0 0 0 0 1 1
15 飲食店・料理店等 0 3 0 5 3 1 2 13 27
16 0 8 1 9 3 3 0 10 34
17 自動車教習場・学習塾・その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0
18 工場 3 2 1 3 4 2 0 28 43
19 自動車の停留、駐車のための施設 1 1 1 0 0 0 0 2 5
20 公衆便所 0 0 0 0 0 0 0 0 0
21 火葬場 0 0 0 0 0 0 0 0 0
22 神社・寺院・教会等 1 0 0 1 1 1 1 5 10
23 地下街等 0 0 0 0 0 0 0 0 0

33 64 28 92 99 39 26 363 744
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　公共的施設の新築や改築等の整備をしようとする方は、事前にその内容の届出が必要です。

郵便局・理髪店・銀行・その他サービス業

合　　　　　　計

　整備基準を満たした整備を行ったときは認定証を交付します。

　福祉のまちづくり条例が権限移譲された市町のうち７市と、各（総合）振興局で令和６年度に受け付
けた「新築等の届出」の状況は次のとおりです。

番
号

公　共　的　施　設　名
届　　　出　　　件　　　数

学校

令和６年度 北海道福祉のまちづくり条例 施設整備基準の適合状況

　障がいのある方やお年寄りをはじめすべての道民が、日常生活等における様々な障壁が取り除かれる
ことにより、等しく社会参加の機会を有することができるとともに、共に支え合い、自立した生活が送
れることができる地域社会づくりを目的に、平成１０年４月から「北海道福祉のまちづくり条例」を施
行しています。

　学校、病院、デパート、ホテル、飲食店など多数の方が利用する施設(公共的施設)が対象です。

　公共的施設の廊下や階段、便所、駐車場、出入口、その他多数の方が利用する部分について、障がい
者のある方やお年寄りなどが円滑に利用できるよう「整備基準」を定めています。

　公共的施設を所有・新築する方は、整備基準に当てはまるよう努めなければなりません。
　また、隣接する他の公共的施設を所有する方などと連携し、障がいのある方やお年寄りなどが一体的
に利用することができるような措置をとるよう努めなければなりません。



☆基準の適合状況

＜整備基準適合状況＞

施設数 適合率 施設数 適合率 施設数 適合率 施設数 構成比 施設数

廊下等 560 90.3% 58 9.4% 502 81.0% 60 9.7% 124

階段 442 82.9% 6 1.1% 436 81.8% 91 17.1% 211

便所 275 52.2% 7 1.3% 268 50.9% 252 47.8% 217

敷地内通路 512 82.3% 155 24.9% 357 57.4% 110 17.7% 122

駐車場 171 29.7% 18 3.1% 153 26.6% 405 70.3% 168

出入口 351 59.0% 57 9.6% 294 49.4% 244 41.0% 149

居室出入口 236 45.8% 70 13.6% 166 32.2% 279 54.2% 229

車いす駐車場出入口 95 43.4% 56 25.6% 39 17.8% 124 56.6% 525

エレベーター 68 74.7% 16 17.6% 52 57.1% 23 25.3% 653

浴室等 136 48.1% 11 3.9% 125 44.2% 147 51.9% 461

洗面所 165 52.7% 48 15.3% 117 37.4% 148 47.3% 431

住戸 287 77.8% 60 16.3% 227 61.5% 82 22.2% 375

障がい者等の住戸 40 21.5% 25 13.4% 15 8.1% 146 78.5% 558

公衆電話所 5 45.5% 2 18.2% 3 27.3% 6 54.5% 733

カウンター・記載台 18 25.7% 18 25.7% 0 0.0% 52 74.3% 674

案内標示 57 31.5% 17 9.4% 40 22.1% 124 68.5% 563

授乳等の場所 17 33.3% 17 33.3% 0 0.0% 34 66.7% 693

非常時の設備 236 63.4% 66 17.7% 170 45.7% 136 36.6% 372

適合率等(％) 3,671 59.8% 707 11.5% 2,964 48.3% 2,463 40.2% 7,258

☆令和６年度の状況
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　全ての項目に適合している割合が高いのは、授乳等（授乳及びおむつ替え）の場所（33.3％）、車いす

駐車場出入口（25.6％）となっており、逆に全項目において基準に適合していない割合が高いのは、障が

い者等の住戸（78.5％）、カウンター・記載台（74.3％）となっています。

　届出のあった744施設の整備項目のうち、廊下等や階段、便所、駐車場及び出入口など、主な整備対象箇

所の適合状況については次のとおりです。

主な整備対象箇所

整備対象箇所が基準に適合している施設 全項目において
基準に適合して
いない施設

該当箇
所

がないうち全ての項目に適合 うち一部の項目に適合

　前年度集計時と比較すると、施設の適合率は2.4％増加しています。

　整備基準への適合率の高い主な整備対象箇所は「廊下等」です。

　「廊下等」の項目のうち、全ての項目に適合している施設の用途は、「卸売市場・百貨店・その他の物

品販売業」（26施設）が最も多いものとなっています。

　一方、適合率の低い主な整備対象箇所は、「カウンター・記載台」です。

　「カウンター・記載台」の項目のうち、全項目において基準に適合していない施設の用途は、「ホテ

ル・旅館等」（14施設）が最も多いものとなっています。


